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特 集

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、各国・
各地域で入国制限措置および入国後の行動制限措
置が取られている状況での、世界大学ランキングの
特集となりました。新型コロナウイルス感染拡大前よ
り、海外への進学・留学を検討するということが難し
い状況になっている中で、そのまま掲載するかどうか
迷いました。ただ、本企画は、海外への進学・留学
を目的とした情報提供という側面だけではありません。
各社から公表されている世界大学ランキングでは、そ
の算出にあたって、指標とその割合も含めて公表され
ています。指標という考え方や指標そのものが、国
内の大学を調べたり、選んだりする上での参考になる
のではないか、との思いから、予定通り掲載すること
と致しました。

　今回の特集は、３つのpartで構成しました。Part 
1として、東北大学国際戦略室副室長 米澤彰純教授
に世界大学ランキングの動向と世界大学ランキングを
どう見たらよいのかをお聞きしました。また、３つの
世界大学ランキングについてその概要を解説していま
す。Part 2は、高校の先生方から見た世界大学ラン
キングについて、アンケート調査の結果と、海外大
学への進学指導を行っている芝浦工業大学柏中学高
等学校の取り組みをご紹介します。Part 3は、世界
大学ランキング上位の南洋理工大学（シンガポール）
と交換留学を行っている明治大学政治経済学部にそ
の狙いと効果をお聞きしました。

Part 1　概説

●各ランキングを見るときは、順位だけに注目するのではなく
　指標やその算出方法にも注目する必要
　―――東北大学国際戦略室　副室長　米澤彰純教授
●３つの世界大学ランキングの概要

Part 2　高校教員は世界大学ランキングをどう見ているか

●高校教員へのアンケート結果
　教員の約６割が世界大学ランキングに関心も、「進路指導に役立つ」は約４割

●世界を視野にやりたいこと、学びたい大学を考える進路指導で、海外大学への進学実績を向上
　―――芝浦工業大学柏中学高等学校

Part 3　大学の取り組み

●世界大学ランキング13位のシンガポールの南洋理工大学と
　交換留学を実施するための学部間協定を締結
　―――明治大学政治経済学部

P7

P18

P16

P14

P10

世界大学ランキングを
どう見るか

Kawaijuku Guideline 2020.7･86



Part 1 概説

現在のような世界大学ランキングは
2003年頃から始まる

　世界大学ランキングは複数あるが、トップ10に入る

大学は、ほとんどがアメリカやイギリスの有名大学だ。

日本で入学時に最難関とされる大学でも、国際的な評価

が低迷しているとして、新聞等では批判的に報道される

こともある。ニュースとしては興味深いが、直接、海外

の大学への進学をめざす日本の高校生は、現状ではそう

多くない。進路指導の現場では、世界大学ランキングに

ついて現実感が持てないのではないだろうか。

　また、今後は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、

留学して学ぶことが難しくなるだろう。

　ただ、ここ数年、国公私立大を問わず、海外留学を必

須としたグローバル系の学部が数多く新設されるなど、

社会環境は変化している。そのため、今後は国内大学へ

の進学指導を行う際でも、こうした新しい大学評価のツ

ールの活用が課題となる可能性もあるだろう。

　現在、さまざまな世界大学ランキングが存在するが、

米澤彰純教授によると、代表的な世界大学ランキングは

＜表＞の３つである。これらのランキングは、いつ頃か

ら行われてきたのだろうか。

　「1980年代には既に世界大学ランキングはありました

が、現在のランキングのように指標や評価方法が公開さ

れていなかったこともあり、広く受け入れられていたわ

けではありません。その後、2003年に中国の上海交通

大学がランキングを発表し（以下、ARWU）、2004年

にはイギリスでクアクアレリ・シモンズ（以下、QS）

とタイムズ・ハイヤー・エデュケーション（以下、

THE）によるランキングが発表されました。現在では

QSとTHEは別々にランキングを作成していますが、も

ともとは１つのランキングでした。また世界ランキング

のほかに、QSとTHEは地域別のランキングやそれ以外

のランキングも公表しています」（米澤教授）

それぞれのランキングは
目的が異なり、指標や評価方法も異なる

　これらのランキングはそれぞれ目的が異なるという。

米澤教授は「上海交通大学のランキングは、中国に世界

一流の大学を創ることを目的に作られました。そのため、

ランキングは科学技術の研究に関する指標の割合が高く、

学術のランキングとしての特色があります。例えば、ノ

ーベル賞や世界的な数学の賞であるフィールズ賞の受賞

者数や、有名な科学誌『ネイチャー』や『サイエンス』

に掲載された論文数など全て定量的な指標です。そのた

め、公開されている指標を組み合わせれば、誰もが同じ

ランキングを作ることが可能です」と話す。

　一方、米澤教授によると、QS・THEのランキングが

作られた時期は、イギリスの大学が国際的な学生市場で

留学生獲得に乗り出した時期と重なる。イギリスでは

1980年代頃よりEU域内の学生に対してはイギリス国

内の学生と同じ授業料だが、EU域外からの留学生に対

しては、授業料を全額支払うよう求めるようになった。

しかし、こうした動きが結果的に教育サービスの輸出に

　ここ数年、世界のトップ大学の研究・教育力などを評価した、世界大学ランキングが各社から毎
年のように公表されている。しかし、指標や集計方法に違いがあるため、トップ10に位置づけられ
るような大学を除くと、同じ大学でも各ランキングによって順位は異なっている。
　海外の大学に直接進学する生徒は限られるとは言え、グローバル化した現代社会での進路指導
を考えたとき、世界大学ランキングをどのように捉えたらよいのだろうか。東北大学国際戦略室 副室長、
総長特別補佐（国際戦略担当）の米澤彰純 教授に、世界大学ランキングの動向と合わせてお話を
うかがった。

各ランキングを見るときは、順位だけに注目するのではなく
指標やその算出方法にも注目する必要

米澤彰純 教授

（2020年３月上旬に取材）

東北大学国際戦略室副室長　総長特別補佐（国際戦略担当）
米澤彰純 教授
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標に用いられている。QSやTHEも論文数などが指標に

用いられているが、ARWUとは比重が異なる。そのため、

用いられる指標とその比重を見ることで、それぞれのラ

ンキングの特色がわかる。11ページにQS、THE、ARWU

の３つのランキングの指標と割合を表にまとめた。

　これらの表からは、各ランキングの指標の違いと共に

一定の類似性があることもわかる。大学の重要な役割で

ある「教育」と「研究」に関連する指標は比重が異なるも

のの、どのランキングでも必ず用いられている。教育では、

ARWUを除いて、学生１人当たりの教員数が指標とし

て用いられている。ARWUが大学の教育力を測る指標を、

ノーベル賞とフィールズ賞を受賞した卒業生・修了生の

数としているのは、学術ランキングらしい考え方だろう。

　また、QS、THEは共に評判調査（レピュテーション）

の比重が高い。評判調査について、米澤教授は「ランキ

ング作成を行う『ランカー』（注）は、論文のデータベー

スなどから、アンケートを送付する各国の研究者を選び、

調査します。このほかアンケートの回答者には、各大学

から推薦された大学関係者も含まれます。この調査で、

優れた大学と回答された大学数を集計して指標化します。

また、QSは企業などにもアンケートを送り、雇用者側

から見た評価も指標にしています。こうした評判調査は、

アメリカのU.S. News & World Report社が行っていた

方法を取り入れたものですが、評判調査では多くの人が

納得のいく結果になりやすく、かつ評価結果は安定的で

ランキングが大きく変化することはあまりありません」

と説明する。

　そして、「ARWUで比重が高いのは、研究に関するデ

ータです。そのため、学生数・教員数が多い大学ほど有

利になります。QSは評判調査が比重の50％を占めてい

るため、有名大学ほど有利になるという特色があります。

THEも評判調査を指標に含めていますが、人数が少な

くても優れた大学を見出そうと、さまざまな指標を加え

てランキングの特色を出そうとしています。ただ、指標

つながり、大学の収入にもつながったため、留学生を対

象とした国際的なマーケティングの必要性が意識される

こととなった。

　それに加えて、イギリス国内の優れた研究者がアメリ

カの有力大学に移籍する、言わば頭脳流出のような状況

もあった。優秀な留学生の獲得に加えて「国際的に競争

力のあるアメリカの大学に対抗して、優秀な研究者を集

める必要がありました」（米澤教授）と、イギリスの大

学は国際競争力を示すためにも世界大学ランキングを必

要としていた。ARWUが学術の成果を主に評価してい

たのに比べて、QS・THEは学術に加えて、学生募集や

研究者採用としての役割も担っていたという。

　また、米澤教授は「QS・THEでは、研究者など大学

関係者へのアンケートに基づくレピュテーション（評判）

という指標があります。言わば人気投票の結果がランキ

ングに反映されるという特色があります」と各ランキン

グの特色を説明する。

　ここまで３つのランキングを紹介したが、このほかに

も世界大学ランキングはある。「３つ以外にも、あと２

つ重要なランキングがあります。アメリカのU.S. News 

& World Report社の“ベストグローバル大学ランキン

グ”は、研究に関する指標数が多く、集計方法も工夫さ

れています。また、ドイツ、オランダ、スペインの研究

機関で構成されたコンソーシアムU-Multirankの世界大

学ランキングは、さまざまな指標を組み合わせて比較で

きるランキングです。ヨーロッパ以外の大学でもデータ

を提供することでランキングへの参加は可能です。いく

つかの日本の大学も参加しています」（米澤教授）

教育、研究、論文数などが
各ランキングに共通した評価指標

　各ランキングの特色が端的に表れるのが、ランキング

に用いられる指標だ。前述のようにARWUは学術のラ

ンキングのため、ノーベル賞受賞者数や論文数などが指

（注）ランキングを作るランカーは国際的な団体IREG（国際ランキングエキスパートグループ）を設立し、世界的なネットワークを構築。2006年に指標の
透明性などについての自主的な原則である「ベルリン原則」を取り決め、ランキング方法の継続的な改善と評価を図っている。

名称 実施機関等

QS World University Rankings Quacquarelli Symonds（イギリス）

World University Rankings Times Higher Education（THE)（イギリス）

Academic Ranking of World Universities（ARWU） ShanghaiRanking Consultancy（中国）

＜表＞主な世界大学ランキング
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を増やしたり、集計方法を工夫して改善しても、ランキ

ングには恣意的な要素が含まれ、本当に客観的なランキ

ングを作ることは不可能でしょう」との考えを示した。

世界大学ランキングが大学や政策に与える影響

　世界大学ランキングは、日本の大学にどのような影響

を与えているのだろうか。米澤教授によると、世界大学

ランキングに対する日本の大学や社会の関心は、以前に

比べて高まっていると言う。

　「THEのランキングに入る日本の大学が増えているの

は、データを提供してランキングに参加する大学が増え

ているからです。また、THEはアメリカ版、アジア版、

日本版など地域や国ごとのランキングを作成するなど、

参加大学を増やすためのマーケティング活動も行ってい

ます」（米澤教授）

　さらにランキングは、政策にも影響を与えている。

2014年から実施されている文部科学省の「スーパーグ

ローバル大学創成支援事業」では、対象大学を「世界大

学ランキングトップ100をめざす力のある、世界レベル

の教育研究を行うトップ大学（タイプＡ）」としている

ほどだ。

　日本の大学が置かれた状況について米澤教授は、

「1990年代末に香港の雑誌『アジアウィーク』がアジア

太平洋地域の大学ランキングを作りました。その時、日

本の大学は圧倒的に強く、ランク上位に位置づけられて

いました。しかし、2000年代に発表されたランキング

では順位が停滞し、やや下降傾向です。日本の大学は、

実力的にはもっと高い順位になってもよいはずだという

意識もあり、ジレンマを抱えている状態と言えるでしょ

う」と説明する。

　こうした中、留学生市場にも変化が見られるという。

米澤教授は「OECDの最新の調査では世界の留学生数は

500万人を超え、大きく増加しています。また、経済的

にも豊かな留学生が増えています。これらの留学生が大

学を選ぶ際、ランキングの順位が影響するようになって

きています。今は、シンガポール、アメリカ、香港の大

学を受験して、どこに進学するかを考えられる時代にな

りました。世界的に見れば、大学進学の際、学生がラン

キングを参考にして世界的に動く時代になりつつあると

言えます」と説明する。

ランキングの指標などの意味を考えることが大切

　しかし、日本国内はそこまでの状況ではない。「日本

では、大学と卒業後の労働市場が国内で強くつながって

います。しかし、韓国では、学部の授業を英語で行うこ

とも多く、アメリカの大学院に進学することも珍しくは

ありません」（米澤教授）

　日本のこうした構造にしばらく変化は起きないと予想

されるが、日本の高校生が大学進学をする際に、世界大

学ランキングについて、どのような活用方法が考えられ

るだろうか。

　「本来、教育システムなどが異なるため、大学を国際

的に比較するのはかなり無理なことですが、それが現実

になりつつあります。留学生など、世界ではランキング

に基づいて人が動き始めています。日本も国内だけで考

える時代は終わったのかもしれません。日本の高校生に

とって、日本の大学がランキング上でどのような位置づ

けになっているかを見ておくことには一定の意味がある

でしょう。将来、海外の大学の出身者と仕事をする可能

性もありますが、その時、世界大学ランキングにランク

インしている大学の出身者かどうか、という見方をされ

ることも考えられます。

　ただ、ランキングは基本的に研究を評価していること

が多いため、学部進学よりは大学院進学の際に参考にな

ると思います。その上で、高校生が世界大学ランキング

を見る際には、単純に順位だけを見て判断するのではな

く、公開されているランキングの指標の算出方法などを

確認する必要はあるでしょう。そして、必ず高校の先生

などランキングの読み方をわかっている人からガイダン

スを受け、指標などの意味をよく考えることが大切です」

と結んだ。
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以下ARWU）である。2003年に上海交通大学の世界一

流大学センターが発表し、毎年更新されている世界大学

ランキングである。2009年からは、いかなる大学や政

府機関からも独立した組織ShanghaiRanking Consul-

tancyがランキングの作成を担っている。ARWU2019

では約1,800校以上の大学がランク付けされ、そのうち

上位1,000校が公表されている。

それぞれの世界大学ランキングの指標

QS世界大学ランキング

　これらの３つの世界大学ランキングについて、それぞ

れの指標を見てみよう＜表１＞。

　QS世界大学ランキング2021は、学術関係者からの

評判が40％、雇用者からの評判が10％と、評判調査に

基づく評価が半分を占めている。学術関係者からの評判

調査は、高等教育分野の専門家10万人以上を対象に実

施し、それらをもとに評価している。雇用者からの評判

調査は、雇用者に対して最も優秀な卒業生を輩出してい

る大学を挙げてもらうQS社独自の雇用者調査約５万件

の回答をもとに評価している。

　残り半分の指標は、学生１人当たりの教員比率が20

％、教員１人当たりの論文被引用数が20％、外国人教

員比率が５％、留学生比率が５％となっている。教員１

人当たりの論文被引用数については、５年間に発表され

た全論文を対象としており、分野により異なる論文発表

数の差を考慮した方法で評価がなされている。

　ただし、地域別大学ランキングについては、これらの

指標がやや異なる。アジア大学ランキング2020の場合

は、学術関係者からの評判は世界大学ランキングの40

％に対して30％、雇用者からの評判は世界大学ランキ

ングの10％に対して20％と、評判調査の指標について

は雇用者からの評判の割合がやや高くなっている。また、

教員１人当たりの論文被引用数だけでなく、１論文当た

りの被引用数も参照されるほか、教員の博士号取得率や

国際共同研究の状況、外国人教員や留学生の割合、交換

留学生（送り出し・受け入れ）の割合も指標に含まれて

いる。

　ここでは、「QS世界大学ランキング」「THE世界大学
ランキング」「世界大学学術ランキング」という、代表的
な３つの世界大学ランキングについて、具体的に紹介する。

世界大学ランキングだけでなく
学問分野別、地域別など
さまざまなランキングを公表

　「QS世界大学ランキング」は、イギリスに本社を置く

Quacquarelli Symonds Limited（以下、QS社）が2010

年から例年６月頃に発表している大学ランキングだ。

QS社は、20年以上にわたり、世界中の大学やビジネス

スクールのコンサルティング事業に取り組んできた会社

である。同社が作成する世界大学ランキングは学生目線

での価値向上に特徴がある。

　QS世界大学ランキング2021の調査対象大学は約5,500

校と、他の世界大学ランキングよりも多い。そのうち、

世界大学ランキングとして掲載されているのは約1,000

校である。世界大学ランキングのほかにも、アジア、ア

ラブといった地域別ランキングや、学問分野別ランキン

グ、就職力ランキング、学生が留学するのにお勧めの都

市ランキング、創立50周年以内ランキングなどさまざ

まな種類のランキングが公表されている。

　「THE世界大学ランキング」は、イギリスの高等教育

専門誌Times Higher Education （以下、THE）が例年

９月に発表しているランキングである。THEは50年に

もわたり、高等教育に関するデータを分析・発信してき

ており、それらのデータは世界中の大学に利用されてい

る。世界大学ランキングについては2004年から発表し

ており、大学の学術機関としての価値向上をめざしたも

のとなっているのが特徴だ。

　THE世界大学ランキング2020では、約1,400校が掲

載されている。世界大学ランキングのほか、地域別ラン

キング、学問分野別ランキング、インパクトランキング、

創立50周年以内ランキングなど多様なランキングが公

表されている。なお、地域別ランキングにおいては、日

本版が作成されているのが特徴である。

　もう１つの代表的なランキングが、「世界大学学術ラ

ンキング」（Academic Ranking of World Universities、

３つの世界大学ランキングの概要
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THE世界大学ランキング

　THE世界大学ランキング2020の指標は、大きく分け

て、教育分野が30％、研究分野が30％、論文被引用数

が30％、国際性が7.5％、産業界からの収入が2.5％と

なっている。細かく見ていくと、教育分野では、評判調

査が15％、学生１人当たりの教員比率が4.5％、博士：

学士比率が2.25％、教員の博士号取得率６％、大学総

収入が2.25％である。研究分野では、評判調査が18％、

研究収入が６％、研究者１人当たりの論文数が６％であ

る。QS社のランキングの指標と比べると、評判調査に

基づく評価の割合が低く、論文被引用数などに基づく評

価の割合が高くなっている。

　THEのランキングについても、地域別ランキングに

おいてはそれらの指標がやや異なる。アジア大学ランキ

ング2020の場合、世界大学ランキングと比べて、教育

分野での評価が25％と割合がやや低く、産業界からの

収入での評価が7.5％と割合がやや高くなっている。

世界大学学術ランキング（ARWU）

　ARWU2019は、ランキングの作成に６つの指標が用

いられている。ノーベル賞およびフィールズ賞を受賞し

た卒業生・修了生の数が10％、ノーベル賞およびフィ

ールズ賞を受賞した教員の数が20％、クラリベイト・

アナリティクス社によって選ばれた被引用数の多い研究

者数が20％、過去５年間でNatureとScienceに掲載さ

れた論文数が20％、SCIE（注１）とSSCI（注２）に掲載され

た論文数が20％、大学教員１人当たりの実績（注３）が10

％となっている。

　前述の２社の世界大学ランキングと比べて、評判調査

のような指標は用いられておらず、研究者の質や論文に

関する指標が重視されているのが特徴である。

世界大学ランキングの上位の大学は？

　これらの指標をもとに算出された３つのランキングす

べてにおいて、上位10校に入っているのが、マサチュ

ーセッツ工科大学、スタンフォード大学、ハーバード大

学、カリフォルニア工科大学、オックスフォード大学、

ケンブリッジ大学、シカゴ大学の７大学だ。上位10校

を見ると、QS社のランキング６位にスイス連邦工科大

学チューリッヒ校が入っているのを除いて、アメリカと

イギリスの大学で占められているのがわかる。

　QS世界大学ランキング2021を見ると、＜表２＞１

位はマサチューセッツ工科大学、２位はスタンフォード

特集　世界大学ランキングをどう見るか

指標 割合

学術関係者からの評判 40%

雇用者からの評判 10%

学生１人当たりの教員比率 20%

教員１人当たりの論文被引用数 20%

外国人教員比率   5%

留学生比率   5%

指標 割合

教育

評判調査 15%

30%

学生１人当たりの教員比率 4.5%

博士：学士比率 2.25%

教員の博士号取得率 6%

大学総収入 2.25%

研究

評判調査 18%

30%研究者１人当たりの研究収入 6%

研究者１人当たりの論文数 6%

論文被引用数 論文１本当たりの被引用数 30%

国際性

外国人留学生比率 2.5%

7.5%外国人教員比率 2.5%

国際共著論文比率 2.5%

産業界からの
収入

研究者１人当たりの産業界か
らの収入

2.5%

（注１）SCIE：Science Citation Index-Expanded
（注２）SSCI：Social Science Citation Index
（注３）ARWUの比重に応じて算出された上記５つの指標の得点を、フルタイムに換算した教員数で割った値。

＜表１＞３社の世界大学ランキングの指標

指標 割合

ノーベル賞およびフィールズ賞を受賞した卒業生・修了生の数 10%

ノーベル賞およびフィールズ賞を受賞した教員の数 20%

クラリベイト・アナリティクス社によって選ばれた、被引用数
の多い研究者数

20%

過去５年間で Nature と Science に掲載された論文数 20%

SCIE（注１）と SSCI（注２）に掲載された論文数 20%

大学教員１人当たりの実績 10%

QS世界大学ランキング2021 THE世界大学ランキング2020

ARWU2019
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大学、３位はハーバード大学とアメリカの大学がトップ

３を占めている。これらの大学の順位は前年のランキン

グから変動していない。５位以下は、オックスフォード

大学などアメリカ以外の大学も目立つ。ランキング上位

の大学は、例年、多少の順位の変動はあるものの顔ぶれ

に大きな変化はない。

　QS世界大学ランキング2021に、日本は41校がラン

クインし、上位100大学には５校が入った。最も高い順

位となったのが、24位となった東京大学である。評価

指標の中でも、学術関係者からの評判においては、満点

の100を獲得している。ただ、外国人教員比率、留学生

比率の点数が少し低い。続く京都大学は38位である。

こちらも、学術関係者からの評判においては98.6と高

い評価を得ている。以下、56位に東京工業大学、72位

に大阪大学、79位に東北大学、110位に名古屋大学、

124位に九州大学、139位に北海道大学、189位に早稲

田大学、191位に慶應義塾大学となっている。

　QSアジア大学ランキング2020についても見てみよ

う。550校の中で、ベスト10入りしているのは、中国

の大学が４校、香港の大学が３校、シンガポールが２校、

韓国が１校となっている。１位がシンガポール国立大学、

２位が南洋理工大学（シンガポール）、３位が香港大学

（香港）、４位が清華大学（中国）、５位が北京大学（中国）

と、上位５校の顔ぶれは前年から変動がない。

　アジア大学ランキングには、日本の大学は87校が入

った。最も順位が高かった東京大学は13位と、前年の

11位からやや順位を落としている。このほか、15位に

京都大学、17位に東京工業大学、22位に大阪大学、23

位に東北大学と、世界大学ランキングと同様の順で続い

ている。

　続いて、THE世界大学ランキング2020を見てみよう。

世界大学ランキングとして掲載されている約1,400校の

うち、１位となったのは前年と同様にオックスフォード

大学である。２位にカリフォルニア工科大学、３位にケ

ンブリッジ大学と続き、上位10校の顔ぶれは、多少の

順位の変動はあるものの、前年と変わらない。

　この中で、日本の大学は110校が入り、前年の103校

から７校増加した。最も高い順位は東京大学で36位で

ある。全大学の中で教育力の観点では13位の85.9、研

究力の観点では17位の89.6といったスコアであり、高

い評価を得ている。続く京都大学も、教育力の観点で

73.7、研究力の観点では78.1と東京大学に続く評価を

得ている。東北大学は、産業界からの収入の観点で

86.4と、日本の大学の中では最も高い評価を得ている。

　THEアジア大学ランキング2020について見ると、１

位が清華大学、２位が北京大学、３位がシンガポール国

立大学と続いており、上位は中国、シンガポール、香港

の大学が目立つ。日本の大学は、東京大学が７位である。

続いて、12位に京都大学、30位に東北大学、41位に名

古屋大学、42位に東京工業大学、55位に大阪大学、57

位に産業医科大学、62位に東京医科歯科大学、71位に

九州大学、82位に藤田医科大学となっている。

　ARWU2019は、１位がハーバード大学、２位がスタ

ンフォード大学、３位がケンブリッジ大学と、他のラン

キングでも上位の大学が並んでいる。上位10校に関し

ては、前年から順位の変動はない。

順位 大学名 国・地域

1 マサチューセッツ工科大学 アメリカ

2 スタンフォード大学 アメリカ

3 ハーバード大学 アメリカ

4 カリフォルニア工科大学 アメリカ

5 オックスフォード大学 イギリス

6 スイス連邦工科大学チューリッヒ校 スイス

7 ケンブリッジ大学 イギリス

8 インペリアル・カレッジ・ロンドン イギリス

9 シカゴ大学 アメリカ

10 UCLユニバーシティ・カレッジ・ロンドン イギリス

11 シンガポール国立大学 シンガポール

12 プリンストン大学 アメリカ

13 南洋理工大学 シンガポール

14 スイス連邦工科大学ローザンヌ校 スイス

15 清華大学 中国

16 ペンシルベニア大学 アメリカ

17 イェール大学 アメリカ

18 コーネル大学 アメリカ

19 コロンビア大学 アメリカ

20 エディンバラ大学 イギリス

21 ミシガン大学アナーバー校 アメリカ

22 香港大学 香港

23 北京大学 中国

24 東京大学 日本

=25 ジョンズ・ホプキンズ大学 アメリカ

=25 トロント大学 カナダ

＜表２＞QS世界大学ランキング 2021
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　1,000校の中に、日本の大学は43校入っている。最

も順位の高かった東京大学は25位である。特に研究成

果の分野において、NatureとScienceに掲載された論

文数のスコアが44.2と高く評価されている。続く京都

大学は32位で、教員の質の分野において、ノーベル賞

およびフィールズ賞受賞者数のスコアが42.2と高く評

価されている。続いて、90位に名古屋大学、101-150

位に東北大学と東京工業大学、151-200位に北海道大学

と大阪大学、201-300位に九州大学と筑波大学、301-

400位に慶應義塾大学が入っている。

学内分野別ランキングにも注目！

　ここまで、大学としてのランキングを紹介したが、実

際の大学・学部選びでは、自分が学びたい分野や研究し

たい分野から大学・学部を探すことも多いのではないか。

そこで、最後に、QS学問分野別世界大学ランキング

2020＜表３＞についてご紹介しよう。QS社は、48の

学問分野を芸術・人文科学（Arts & Humanities）、工学・

科学技術（Engineering & Technology）、ライフサイエ

ン ス・ 医 学（Life Sciences & Medicine）、自然 科 学

（Natural Sciences）、社 会 科 学・経 営 学（Social Sci-

ences & Management）の５つの学問領域に分類し、

領域別・分野別のランキングを作成している。

　日本の大学は、東京大学、京都大学を中心とした旧帝

国大学が目立つ。東京大学は、48分野中40分野で分野

別ランキングに掲載されている。最も高い順位となった

のが、社会政策・行政学（Social Policy & Administra-

tion）の７位である。このほか、上位10校に入った学問

分野は、現代語学・現代文学（注４）（Modern Languag-

es）で8位、物理学・天文学（Physics & Astronomy）

で10位となっている。11 〜 50位以内に掲載されてい

る学問分野は31である。京都大学は、34の学問分野で

掲載されており、うち50位以内は18で、最も高い順位

となったのが、化学（Chemistry）で16位である。

　このほか、50位以内に入っている学問分野数・大学

を見ると東京工業大学で７つ、東北大学・大阪大学で２

つ、名古屋大学・九州大学で１つ入っている。旧帝大以外

では、早稲田大学がスポーツ関連分野（Sports-Related 

Subjects）、政治学・国際研究（Politics & Internation-

al Studies）など５つである。また、歯学（Dentistry）に

おいて東京医科歯科大学が６位に、図書館・インフォメ

ーションマネジメント（Library & Information Man-

agement）において筑波大学が33位になっている。

　自分が学びたい、あるいは研究したい分野をめざして、

日本国内に限らず、海外にある大学に目を向ける場合、

学問分野別のランキングにも注目すると、大学・学部調

べのきっかけとすることもできるだろう。

特集　世界大学ランキングをどう見るか

領域・学問分野 東京大学 京都大学 早稲田大学

1.芸術・人文科学 21 67 54

建築学/構築環境学 16 48 51-100

古典・古代史 45

歴史学 20 19 101-150

言語学 22 51-100 51-100

現代語学・現代文学（注４） 8 20 42

2.工学・科学技術 21 38 160

工学(化学) 14 19 101-150

工学(土木・構造) 21 33

工学(電気・電子) 20 51-100 151-200

工学(機械、航空、製造) 18 51-100 151-200

工学(鉱物・鉱山) 44

3.ライフサイエンス・医学 30 54

農学・森林学 15 40

解剖学・生理学 12 26

生物学 16 22 351-400

薬学・薬理学 18 32

4.自然科学 13 22 179

化学 12 16 101-150

地球・海洋学 15 51-100

地理学 13 38 51-100

材料科学 19 34 151-200

物理学・天文学 10 25 151-200

5.社会科学・経営学 23 53 77

ビジネス・経営学 51-100 101-150 51-100

開発研究 18

法学 20 51-100 51-100

政治学・国際研究 25 47 50

社会政策・行政学 7 51-100

スポーツ関連分野 31 40

＜表３＞QS学問分野ランキング2020より

（学問分野別ランキングから日本の３大学のうち一部の学問分野を抜粋）

（注４）現代語学・現代文学（Mordern Language）：ある特定の言語に関して、その国・地域の文化、文学、メディア、歴史・政治的背景も含めて学ぶ。詳細
は、https://www.topuniversities.com/courses/modern-languages/guideでご確認ください。
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　今回のテーマである世界大学ランキングについて、高

校の先生方へアンケート（注）を行った。その結果をもと

に、世界大学ランキングに対する高校教員の意識を見て

いく。

　まず、「世界大学ランキングに関心があるか」という

質問に対しては、63%の先生方が、「関心がある」（「1.

関心がある」「2.やや関心がある」の合計）と回答した

＜グラフ１＞。

　次に、「世界大学ランキングは進路指導において役立

つ情報・観点と感じるか」という質問に対しては、43%

の先生方が、「役に立ちそう」（「1.役に立ちそう」「2.

少し役に立ちそう」の合計）と回答した＜グラフ２＞。

「関心がある」の６割に比べて、「役に立ちそう」（選択

肢１と２）は４割と、やや割合が下がっている。加えて、

「役に立ちそう」（選択肢１と２）を選んだ場合には、ど

のような点で役に立ちそうか、「役に立たなさそう」（選

択肢３と４）を選択した場合はその理由を自由記述で書

いてもらった。

　自由記述の内容を見ると、「役に立ちそう」（選択肢１

と２）を選んだ先生方は、大学選びの指標としての期待、

生徒が大学を調べる際のきっかけや、グローバルな視点

の育成といった記述が多い。一方、「役に立たなさそう」

（選択肢３と４）を選んだ先生方は、世界大学ランキン

グの評価基準等に懐疑的であることや、自校に世界大学

ランキングに載るような大学をめざす生徒が少ないとい

った記述が目立った。

　このアンケートの結果を見ると、世界大学ランキング

を利用した進路指導はまだ少ないようだ。取り組みの例

としては「現地の担当者を直接呼んだ説明会」「海外大

学の研究・教育環境の紹介」などがある。今回のアンケ

ートで、イギリスのロンドン大学UCLや、オーストラ

リアのクイーンズランド大学といった海外大学を招いた

進学説明会を実施していると回答した芝浦工業大学柏中

学高等学校を取材した。16 〜 17ページを参照していた

だきたい。

Part 2 高校教員は世界大学ランキングをどう見ているか

教員の約６割が世界大学ランキングに関心も
「進路指導に役立つ」は約４割

（注）「ガイドライン特別号2020に関するアンケート」  メールで送付する形式により、2020年３月４日～ 2020年３月18日に実施。全体では115名が回答。

大学選びの指標としての期待

●生徒が各大学のことを知る 1つの指標となる。
●生徒の進路選択の１つの指標になると思います。
●近年、偏差値や難易度だけによらない大学選びを指導する
上で非常に有益。

●基本的に本校では旧帝国大以上を目標にさせることが多い。
その際、科学研究費や世界ランキングが役に立つ。

●「東京大学進学が学校評価競争のゴール」一択への別回答
として。

●複数校に合格できる余裕のある生徒にとっては、入学する
大学を選ぶ上で参考になると思う。

●海外大学進学希望者に対しては非常に参考になりますし、
国内大学進学者に対しても志望校選定の大きな指針となり
ます。

生徒の動機付けやきっかけとして活用

●自分のこだわりを見出す材料として有効。
●非常に優秀な生徒が入学した時に、上には上があることを
教えたい。「一流は一流を知る」と。

●生徒や保護者が興味関心を抱きやすい。
●生徒のモチベーションを高めるには有効かもしれない。
●そのランキングに応じて、ホームページ等を閲覧するきっ
かけになる。

●進路指導で首都圏の大学に向きがちな生徒の目を、地方の
難関国立大学（東北大学など）にも向けさせることができ
る。

●都会の有名私立大学より、国公立大学の方が良いと勧めや
すい。

グローバルな視点で大学を見ることができる

●国際的な視野で日本の大学を知るのは、これが一番である
と思うから。今の日本の大学の在り方に疑問を持つものと
して、この情報は必要。

●大学の評価されている観点をグローバルな視点で確認する
ことができる点。

●グローバルな視点に立った研究を行う大学であるかどうか
の１つの指標として見ている。

●グローバルな視野が持てる点と、日本の立ち位置が理解で
きる点。

高校教員への
アンケート結果
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特集　世界大学ランキングをどう見るか

●先進的な取り組みをしている大学を、世界的観点から見る
ことができるという点で役に立つ。
●今後、海外への大学進学を視野に入れることも必要と考え
るため。例えば台湾の大学などへ進学している生徒が存在
する。現在、海外への短期留学者がおり、今後も増えてい
くことを予想すると、日本の大学入試システムよりは、海
外の大学進学を勧めた方が進学しやすいスキルや能力を持
つ生徒が増えていくことを予想する。そのためにも、世界
大学ランキングは活用できる。
●探究心を持った生徒は、現実的にどうするかは別として、
どうしても海外をめざす可能性が高くなります。世界大学
ランキングについては、グローバル人材として活躍するで
あろう人材にとって大変有益なはずです。
●世界大学ランキングの存在で、高校生は、国内の大学と海
外の大学の相違点はどこにあるのかを考えるきっかけとな
り、それが国内の大学進学のみならず、留学を含めた国外
の大学進学につながると思う。つまり、進路指導のグロー
バル化を可能にし、それが、長い目で見れば、高校生が自
分の真の将来を決定する一種の起爆剤と言っても過言では
ない。
●海外大学を進学先へと意識させる取り組みとして、海外進
学の現地の担当者を直接呼んで説明会を実施している。

評価基準は適切？　英語圏に有利？

●評価の基準などはランキングの種類でさまざまなので、一
概に善し悪しは決められないと思います。
●ランキングを付けること自体がナンセンスである。
●学校選択の基準としてスタンダードになっていない。これ
をもって大学を勧めても反応は薄そう。
●評価の指標やそれぞれの国における大学の役割が統一され
ていない。
●ランキングより、その大学の持つ特色や、身につく力、意
義などにこそ、大学の値打ちがあるのではないでしょうか。
●ランキングに使用した指標は適切なのか。
●英語圏が明らかに優遇されるような指標に見えるし、論文
の引用なども相互引用でかさ上げしているような論文も散
見される。
●項目が多岐にわたるものをランキングしても、平均点での

ランキングになり、その大学が持つ特殊性や独自性を把握
することが難しい。

●ある観点から大学を捉えた指標であって、それが全てでは
ない。ネームバリューのみで大学を選ぶ生徒が減らない。

●国内での大学のランキングがある程度決まっており、それ
を世界に広げただけの感じが拭えず、あまり役立つ情報と
は思いません。

●何を基準にするかによって順位は簡単に変動するものであ
り、大して意味を持たない。ランキングが低くても、素晴
らしい研究者や研究所を擁する大学はある。

●大学の価値とは点数やランキングで評価できるものなのか
疑問に感じる。

各学校、生徒の実情に左右される

●本校においては、生徒は今の力で入れる大学しか考えない
のであまり役には立たないと思います。高等学校によって
役立つ度合いも異なると思います。

●生徒に世界ランキングに対する意識が育っておらず、また
育ちにくい。

●生徒にとってはあまり現実味がないと思う。
●ランキングに載るような大学をめざす生徒がいない。
●多くの生徒は地元の通える大学を希望することが多いので、
地元での評判や日本でのランキング等を気にするように思
う。

●少なくとも地方の生徒にとって、海外への進学は、現時点
で具体的なイメージを抱けるものではないと考えます。

●生徒、保護者が進学先を検討する際には、学費のこと、入
れるところといった要因が大きく、大学教育の実情、特に、
世界的視野に立った教育の状況といった情報は、一部の生
徒を除き、進学先を選ぶ際の材料となっていないと思う。

●確かに以前と比べてグローバル化は進んでおり、海外の大
学へ進学する生徒も増えてはきたが、全世界の大学が志望
校として選択肢に入ってくるケースはほとんどないと思う
ので、エリアごとや国ごとで十分ではないかと思う。ただ
単に、調査結果として全世界の大学を比べてランキングす
ることはとても興味深いことだとは思うが、志望校選定の
資料として使うケースは極めて稀であると思う。

１. 関心がある
22％

２. やや関心がある
41％

３. あまり関心が
ない
25％

４. 関心がない
10％

５. 知らない
2％

１. 役に立ちそう
15％

２. 少し役に
立ちそう
28％３. あまり役に

立たなさそう
33％

４. 役に立たなさそう
13％

５. わからない
11％

＜グラフ１＞世界大学ランキングに関する高校教員の関心 ＜グラフ２＞世界大学ランキングは進路指導に役立つか

（N=115） （N=115）
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らないことは知りたいに変えよう」と伝え、その分野の

世界の最先端、最高峰の大学も意識させている。

在日大使館や海外の大学に足を運び
独自の海外大学進学説明会を実現

　今の日本社会では、日本以外の大学の話を直接聞く機

会はあまりない。そのため、同校では、2014年度のイギ

リスのロンドン大学UCL（University College London）

の説明会を皮切りに、独自に海外大学の進学説明会を実

施している。現在は毎年春と秋に、ロンドン大学UCL

や、クイーンズランド大学をはじめとするオーストラリ

アの大学の担当者、アメリカやカナダからは在日本大使

館の担当者を招いての進学説明会を実施している。

　ロンドン大学UCLの説明会はグローバル委員会の個

人的なつながりから始まったというが、他の大学も、グ

ローバル委員会のメンバーが在日本大使館や、海外の大

学に直接足を運んで交渉して実現させた。日程は留学フ

ェアなどのイベントで大学担当者が来日するタイミング

に合わせているが、個別に交渉して実施している。内容

は年によって異なるが、各国の大学の仕組みや大学紹介

に加え、来日する大学教員に専門分野の模擬授業をして

もらう。これまで、環境問題やマーケティングに関する

模擬授業を行った。このほか、生徒や保護者との個別相

談も行っている。最初に実施した2014年度は、100名

程度の保護者と生徒が参加した。徐々に中学校の生徒や

保護者も増えて、ここ数年は参加者が200名を超える。

　2019年度卒業生が合格した海外大学を見ると＜表＞、

ロンドン大学UCLはQS社の2021年世界大学ランキン

グで第10位、マンチェスター大学は27位、キングス・

カレッジ・ロンドンは31位、メルボルン大学は41位、

クイーンズランド大学は46位と、世界大学ランキング

自分で設けた限界を取り払い
世界の最先端・最高峰を考える

　千葉県柏市に立地する芝浦工業大学柏中学高等学校は、

例年多くの生徒が首都圏の有名大学に進学する、男女共

学・普通科の中高一貫校である。同校では「気づく、考

える、そして自ら『育つ』」生徒、すなわち自立した学

習者の育成をめざしている。そのため、中学校では土曜

日に「総合的な学習の時間」２時間と道徳１時間を統合

した「ワールドデイ」を設置している。ワールドデイの

目的は自分の世界を広げることである。例えば、博物館

への研修、日本文化体験、視覚障害体験、進路に関する

学習等さまざまな取り組みをしている。

　進路については、日頃から奨励している読書や新聞を

読むことなどを通して世界を広げ、自分のやりたいこと

を考えるように指導している。ワールドデイでは、中１

では自分は何に興味があるかを考え、学年が上がるにし

たがって、将来やりたいことにつながる学問はどこで学

べるのか、その分野を研究する大学はどこかを掘り下げ

ていく。このとき、インターネットを活用するだけでな

く、興味を持った書籍の著者や、巻末の参考文献の著者

の所属も手がかりにする。もちろん世界が対象だ。

　高校では、総合的な探究の時間とロングホームルーム

の２時間を人間教育の時間として設け、その時間に進路

学習も行っている。中学校よりさらに具体的になり、研

究したい内容や、それがどこで研究できるのかを、研究

者や大学名を具体的に調べるよう指導している。グロー

バル委員会が大切にしているのは、「自分に限界を作ら

ない」ことだ。そのため、日本だけでなく世界の大学も

進学先として視野に入れている。自分が専攻したい学問

の研究者が海外にいたり研究内容が難しかったりしても、

「自分には無理とはじめから限界を作るのはやめよう」「知

　毎年世界大学ランキング上位にランクインするイギリスのロンドン大学UCL
を含む、イギリス、オーストラリア、アメリカの14大学に、芝浦工業大学柏
高等学校の卒業生15名（2019年度、延べ数）が合格した。そこで同校の
生徒育成と進路指導、海外大学への進学について、海外に関する業務全般
を担当する、グローバル委員会委員長の安江慶二先生、委員の山㟢奈々先
生、濵口真那先生、村松由行先生に話をうかがった。

世界を視野にやりたいこと、学びたい大学を考える進路指導で
海外大学への進学実績を向上

濵口真那 先生山㟢奈々 先生

芝浦工業大学柏中学高等学校
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向けて書くことにより、論理的思考力を高めることにも

つながっている。

学校全体で論理的思考力を重視し
世界に通じる生徒を育成

　論理的思考力については、グローバル人材に必須の力

と考え、海外大学進学希望者に限らず学校全体で育成に

取り組んでいる。例えば、安江先生は「グローバルイシ

ュー」という内容を、世界銀行が発信する文書など世界

の動向がわかる文書を読んで要点をまとめ、自分で問題

点を考え自分の言葉で表現する授業を、中学では日本語

で、高校では英語で行っていた。時には偏った意見の文

書を扱って、偏りを見抜く練習をすることもある。また、

グループで意見を交換することで視野を広げ、お互いに理

解を深めることで、生徒全体の学力向上につなげている。

　グローバル委員会のメンバーは現在６名。英語科が多

いが、数学科や保健体育科の教員もいる。安江先生たち

が７年前に海外進学を視野に入れた取り組みを始めたの

は、いずれ海外進学のニーズが出るだろうと考えたこと

と、生徒に自分で限界を設けず将来を考えてもらいたか

ったからだという。先生方は「グローバル委員会の仕事

は生徒の心に火をつけ、モチベーションを高めること。

そのあと、教師は触媒のような働きをし、生徒には自立

した学習者として夢を叶えてもらいたい」と考えている。

で50位以内に入る大学が並んでいる。世界大学ランキ

ングを一覧表にして生徒に示すようなことはしていない

が、大学の説明の際に、世界大学ランキングに触れ、世

界大学ランキングを算出している指標である学生１人当

たりの教員数などを教育環境の目安として注目するよう

促している。その他、志望する学問分野の研究レベルや、

施設・設備の充実度にも注目するよう指導している。

海外短期留学で心に火をつけ
自ら勉強する生徒を育成

　そして、生徒が海外の大学進学をめざす動機づけの大

きなきっかけとなっているのが、中３〜高２の希望者を対

象に実施しているイギリス、アメリカ、オーストラリアへ

の夏期ホームステイ短期留学である。ホームステイ短期留

学は、現地の人との交流を通じて英語でのコミュニケーシ

ョン能力を高め、異文化に触れるだけでなく、現地の大学

と交渉して生徒向けに模擬授業を行ってもらうなど、海外

の大学の雰囲気や授業を体験する機会としている。ホーム

ステイ中に訪問する主な大学は、イギリスではロンドン大

学UCL、アメリカではハーバード大学、マサチューセッツ

工科大学、オーストラリアではクイーンズランド大学、カ

ナダではブリティッシュコロンビア大学などがある。

　海外大学に進学した生徒の例を紹介すると、例えば、

2017年度卒の生徒は、高１でオーストラリアに短期留学

して海外の都市に興味を持ち、高２ではイギリスに留学し

てロンドンの建築に魅了され、ロンドン大学UCLの模擬

授業を受けるといった経験を経て、ロンドン大学UCL進

学をめざして見事合格した。現在、都市計画を学んでい

る。日本と比べて、もっと多様な学習環境で学べること

がロンドン大学UCL進学をめざした理由だったという。

2019年度卒の生徒は、中３でイギリスに短期留学し、そ

の後英語に興味を持ち、高２の夏にロンドン大学UCLが

実施する世界の高校生を対象としたサマープログラムに

自ら応募して参加した。このとき同大への進学を決め、

勉強を重ね合格した。現在は宇宙物理学を専攻している。

　海外大学に進学する生徒への指導だが、特にロンドン

大学UCLを受験する生徒に対しては、グローバル委員

会のメンバーが、３カ月〜半年程度かけてマンツーマン

で指導している。ロンドン大学UCLの入学試験は、例

えば人文系はCritical Thinkingを問う試験と面接のた

め、日本語および英語で生徒と対話しながら理解を深め

ていく。奨学金を含む応募書類は、志望理由や留学計画、

卒業後の進路計画等を詳細に日本語および英語で記入し

なければならない。書類を作成する過程で、海外大学へ

進学する目的や目標を見つめ直すことや、それを他者に

特集　世界大学ランキングをどう見るか

＜表＞2019年度卒業生 海外大学合格実績
大学所在地 大学名 人数

イギリス

ロンドン大学UCL 2
マンチェスター大学 1
キングス・カレッジ・ロンドン 1
ロンドン大学クイーン・メアリー 1
リバプール大学 1
ケント大学 1
ブライトン大学 1

オーストラリア

メルボルン大学 1
クイーンズランド大学 1
シドニー工科大学 1
クイーンズランド工科大学 1
マッコーリー大学  1
南オーストラリア大学 1

アメリカ ネブラスカ大学 1
合計 15

芝浦工業大学柏高等学校

◇生徒数：男子639名、女子255名（2020年5月現在）

◇沿革・特色：1980（昭和55）年開校（男子校）。1990（平成2）年
に男女共学に移行し、1999（平成11）年に中学校を開設した。
2018（平成30）年度から再度スーパーサイエンスハイスクールに指
定され、文系・理系の生徒ともに探究活動に力を入れている。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生278名
・進路：４年制大学215名、海外大学等７名、進学準備56名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学54名、私立大学

578名、海外大学15名
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Part 3 大学の取り組み

に協定を締結することができました。ちなみに現在、明

治大学の大学間協定留学44の国・地域の260大学に加

え、本学部独自の協定留学校は、長期留学（留学先授業

料免除型・負担型）・短期留学を含め、14の国・地域の

32大学に上ります。

　実際に南洋理工大学に学生の派遣が始まったのは

2015年度からで、本学からは基本的に２〜３年次の学

生を派遣しています。派遣枠は５名で、毎年相互に２、３

名程度の学生が交換留学しています。留学期間は、こち

らからの派遣の場合、８月から12月までの５カ月間か、

８月から翌年の５月までの10カ月間です。

世界ランキングの高い大学に留学する場合は
レベルの高い学生と
切磋琢磨しながら学ぶ覚悟が必要

　世界ランキングの高い南洋理工大学と協定を結んだこ

とのメリットとしては、海外の他の大学と協定を結ぶ際

に話を進めやすいということが挙げられるでしょう。ま

た、本学部の留学プログラムのパンフレットでも、南洋

理工大学に限らず、協定校が、世界ランキングやアジア

ランキング上位の場合はそのことも合わせて紹介してい

ます。世界ランキングの高さは、確かにその大学のアピ

ールポイントですが、それをパンフレットで紹介する意

図は、世界ランキングの高い大学に留学する場合は、レ

ベルの高い学生と切磋琢磨しながら必死に学ぶ覚悟が必

要であることを予め学生に伝えるということです。

　一般的に世界ランキングではまず研究力が重視されて

います。大学院に留学し、最先端の研究をするのであれ

ば世界ランキングの順位は重要ですが、学士課程での留

南洋理工大学人文社会科学部と
毎年相互に2、3名程度の交換留学を実施

　現在、日本の大学は、世界大学ランキングにおいて欧

米、あるいは中国や韓国に比べても後塵を拝しています。

その理由の一つとして挙げられるのが、留学生受け入れ

数や外国人教員比率といった国際性の低さです。また、

研究力の指標となる論文の引用件数においても、たとえ

論文の質が学術的には高くてもそれが日本語で書かれて

いるために、世界的に広く引用されないというハンディ

キャップがあります。

　本学については、従来、日本国内で同様の歴史や規模

を有する他大学に比べて国際化の点で遅れているとみな

されることもありました。そうした中、当時の大
だい

六
ろく

野
の

耕
こう

作
さく

学部長（現学長）が本学の先頭を切って、政治経済学

部の国際化を推進しました。

　南洋理工大学との協定締結は、学部長が南洋理工大学

で開催された国際学会に出席したのがきっかけです。南

洋理工大学も日本に留学生を送り出したいと考えていた

ところ、当時、日本には学部の専門科目を英語で開講し

ている大学が、世界ランキングでは上位にある大学でも

ほとんどなく、協定相手が決まらない状況だったそうで

す。本学は、世界ランキングでは南洋理工大学には及ば

ないのですが、政治経済の分野では留学生に提供する英

語の授業を開講できること、そして国際的な知名度はあ

まり高くないものの、日本の首都・東京に立地し、明治

14（1881）年の建学以来の歴史を誇る私学有数の伝統

校であること、学生数・学部数など規模も大きく教育環

境も整っていることなどから交渉を進め、スピーディー

　明治大学政治経済学部では、2014年度から南洋理工大学人文社会科学部と毎年学生の交
換留学を実施している。南洋理工大学（Nanyang Technological University）は、2021年
のQSの世界大学ランキングでアジアではトップのシンガポール国立大学に次いで13位（注）であ
る。南洋理工大学との交換留学制度とその狙いや効果について、政治経済学部教授で国際交
流委員会委員長の堀金由美先生に話をうかがった。

（注）QSの2021年世界大学ランキングで、アジアではトップのシンガポール国立大学に次いで13位。THEの2020年世界大学ランキングでは48位である。

世界大学ランキング13位のシンガポールの南洋理工大学
と交換留学を実施するための学部間協定を締結

堀金由美 先生

明治大学　政治経済学部
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特集　世界大学ランキングをどう見るか

考え方を学んでもらいたいと思います。また、シンガポー

ルは多文化社会であり、ビジネス面でも非常にグローバ

ルです。そうした環境の中で自分を見つめ、留学中に経験

し学んだことを、帰国後の日本での学びに活かしてもら

いたいと考えています。他方、本学部に留学してくる南

洋理工大学の学生は、世界ランキングの高い大学の学生

だけあって非常に優秀です。シンガポールは厳しい競争

社会であり、大学のGPAが就職に直結することもあって、

非常に熱心に学習し、プレゼンテーションも上手です。

　南洋理工大学から来た留学生は、私のゼミナールにも

在籍しており、その姿は、本学の学生のよい刺激になっ

ています。また、本学部では、留学生も含めた学部学生

が、英語で開講される大学院の授業の一部を受講するこ

ともできます。本学大学院の英語コースの学生は、各国

のエリートであり、開発途上国の行政官が多いのが特徴

です。しかし、南洋理工大学からの留学生は、各国の経

験豊富な大学院生に引けを取らないパフォーマンスを見

せてくれています。

ニーズに合ったプログラムを開発し
国際化を推進

　政治経済学部には、1カ月未満の短期留学プログラム

から、3カ月、１学期間、２学期間の協定留学、１年以上の

ダブルディグリーやデュアルディグリープログラムまで、

多様なニーズに応えられる留学プログラムがあります。

　私たちは、留学促進という観点から、「いきなりひと

学の場合は、研究力の高さより教育環境や専門科目の英

語での開講状況、どのようなことを経験できるかなどが

重要です。よって、協定先は必ずしも世界ランキングが

上位であればよいということではありません。南洋理工

大学も毎年留学生を派遣してくれるのは、本学の教育環

境などを評価してくれている証だと思います。

留学では現地学生の熱心な学びや
グローバルな環境から多くのものを得てほしい

　南洋理工大学では「Global Education and Mobility

（GEM） Trailblazer」というプログラムの下で世界各国

から留学生を受け入れています。しかし留学生は、この

GEMプログラムだけではなく、自分が興味を持つ理工

系、人文系を含め、ほとんどの科目を受講できます。そ

のうち、本学部からの交換留学の場合、政治や経済、経

営に関する科目など、本学の政治経済学部の専門科目に

相当する科目が卒業単位として認められます。多くの学

生は５カ月間に２〜３科目（１科目は１週間に２回開

講）を履修します。

　ただし、実は学士課程相当の知識は日本の大学でもほ

ぼ同様に学べます。もちろんその国だからこそ学べるこ

ともありますが、語学力のハンディキャップを考えると、

むしろ日本語でしっかり学んだほうが学習効率はよいと

も言えるでしょう。ですから交換留学の場合、知識以上に、

現地やその大学に留学している世界の学生と共に学ぶこと

で、彼らの学ぶ姿勢や学び方、何のために学ぶかといった

専
門
科
目
を
学
ぶ
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

派遣種類 国・地域名 大学名（プログラム名）

学部間協定留学「授業料免除型」
（1学期 or 1学年間）

タイ
シーナカリンウィロート大学 モンクット王工科大学ラカバン校
チュラロンコン大学 プリンスオブソンクラー大学
タマサート大学 チェンマイ大学

中国
北京大学 首都経済貿易大学
東北財経大学 西南交通大学

台湾 国立台湾大学 国立政治大学
韓国 延世大学

シンガポール 南洋理工大学

ベトナム
ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学 ハノイ貿易大学
ベトナム国家大学ハノイ人文社会科学大学 ホーチミン市経済大学

インドネシア ペトラクリスチャン大学 インドネシア大学
オランダ ロッテルダム応用科学大学

フィンランド 東フィンランド大学
学部間協定留学「授業料負担型」

（１学期 or １学年間）
スウェーデン ルンド大学

学部間協定留学「授業料負担型」
（最長13週間）

英国 ロンドンスクール オブ エコノミクス アンド ポリティカルサイエンス（LSE）・SS＊

フランス リヨン政治学院
短期留学（引率なし型）（２～６週間） 英国 ロンドン大学 アジア・アフリカ研究学院（SOAS）・SS＊ ケンブリッジ大学ICE・SS＊

短期留学（引率あり型）（２～４週間）

米国 ノースイースタン大学
タイ シーナカリンウィロート大学 他
韓国 延世大学  
豪州 西シドニー大学

ベトナム ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学 他

＜表＞明治大学政治経済学部独自の派遣プログラム

※学部間協定留学に参加する場合、GPA3.0以上が目安となります。
＊SS ： サマープログラム・サマースクール

（明治大学政治経済学部留学プログラムパンフレットP2の一部を抜粋して掲載）
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や低くなってきたようにも感じています。１・２年生を

対象とする留学説明会も、以前は100 〜 200名という参

加者がありましたが、ここ数年は20 〜 30名に留まって

います。理由としては渡航経験のある学生が増えたこと

や、春休みや夏休みにインターンシップに参加する学生

が増えたことが考えられます。そこで、今後は世界中の

大学と協定を結んで、各大学が実施しているさまざまな

プログラムに学生を派遣する機会を増やし、より多様な

ニーズに対応できる形を整えていきたいと考えています。

　大学も日本社会も、一層グローバル化を進めていかな

ければなりません。そこで、中長期的には今後も国際化

の方向性を維持し、学生のニーズに合ったプログラムを

用意して、留学を推奨していく方針です。

りで留学するのはハードルが高い」「まずは海外経験を

してみたい」という学生を対象に、教員が夏休みや春休

みに10 〜 20名の学生を引率するプログラムを展開し

てきました。協定先の大学で特別講義をしてもらったり、

企業を訪問したりする短期留学プログラムです。多くの

学生に海外を経験する機会を用意するとともに、短期留

学がその後の本格的な留学につながることを期待したも

のです。このプログラムには当初多くの応募がありまし

たが、実は最近では、応募者が徐々に少なくなっていま

す。これは何を示しているのでしょうか？

　過去、約10年にわたり、我々は、国際化推進のため

に留学環境を整備してきました。大学全体としては年間

留学者数は年々増加しているものの、近年、留学熱がや

南洋理工大学へ留学した学生へのインタビュー

厳しい学習環境の中に
身を置く経験を
　２年生の夏休みの終わりまでに引率型の短
期留学に３回参加したことを通し、長期留学
を考えるようになりました。そこで、担当の職員の方に相談し
たところ南洋理工大学を薦められました。シンガポールについ
て調べるうちに、非常にグローバルな国であることや、高齢化
など日本との共通点を知り、興味をもちました。さらに、世界
ランキング上位の大学の厳しい学習環境を体験してみたいとも
思うようになりました。
　授業では、多文化共生社会に関する授業が印象的でした。ま
ず、シンガポールの多文化社会について学術的な資料をもとに
学んだ上で、実際の社会の中での棲み分けなど多文化共生がど
のように行われているかを学びました。南洋理工大学の学生は
知識も豊富で発言も積極的なため、当初はついていくのに苦労
しましたが、努力して徐々に議論に加われるようになりました。
　別の授業ではシンガポール政府とメディアの関係について実
例をもとに学び、日本と同様に、シンガポール政府とメディア
の関係が近いことを知りました。こうした授業を通し、海外と
日本を関連づけて見る視点が得られました。

現地学生や、日本の他大学からの留学生と交流
　生活面では、現地の１、２年生と留学生のほとんどは大学敷
地内の寮に住んでいるため、夜遅くまで交流することができま
した。深夜までカフェテリアで勉強をしている姿を見て刺激も
受けました。南洋理工大学には日本人が10人くらい留学して
おり、そのネットワークができたのも良かった点です。
　学外では、本学の卒業生をはじめとするシンガポール在住の
日本の方と交流させていただき、その方から私が興味のある業
界の方を紹介していただくなど、就職活動につなげることがで
きました。
　さらに、シンガポールからはアジア各国への距離も近く、週
末などを利用してベトナム、タイ、ラオスなどに気軽に行くこ
とができます。私も留学期間中に多くの国を訪れ、探究心を満
たすことができました。

アジアの学生の優秀さを知り
留学を希望
　１年生の時から国際交流団体に所属してお
り、ハラルフードを提供するレストランな
ど、外国人に対する日本の食環境について問題意識を持ってい
ました。また、タイに短期留学した際にアジアの大学生の優秀
さを知って尊敬の念を抱いたことなどから、アジアの国で食の
多様性があるシンガポールに留学したいと考えました。
　シンガポールの協定校の中では、日本学生支援機構から毎月10
万円の奨学金が給付されること（※）や、キャンパス内に学生寮が
あり、家賃は高くて３～４万円、安い学食もあって、奨学金で十分
生活できることに魅力を感じて、南洋理工大学を希望しました。
　南洋理工大学の授業は基本的に90分間の講義と90分間の
チュートリアル合計３時間の授業が週に２回あり、半年で１単
位となります。チュートリアルの時間は約25人ずつ教室に分
かれ、さらに５人程度のグループでディスカッションなどを行
います。教室には１人ずつチューターの教員がついて、ファシ
リテーションをしてくれます。

留学中の学びが卒業論文のテーマ、そして就職に
　授業の中では、ビジネススクールのマーケティングの授業が
印象的でした。現地の学生にとっては大学の成績が一生を左右
します。ビジネススクールの授業はグループで課題に取り組む
ため、私が足を引っ張らないように必死に勉強しました。
　また、別の授業では電子政府について学び、それが卒業論文
のテーマにもなりました。それもあって、日本の行政にIT面
から関わりたいと考えるようになり、就職にもつながりました。
　留学中に感じたのは、自分が日本人であるということです。
私は大学で勉強すると同時に、就職活動も視野に入れた活動も
行っていました。現地で、明治大学の卒業生をはじめとして約
100名の方に会い、いろいろな話をうかがいました。現地で起
業している方のコミュニティに参加したり、ASEAN諸国で活
躍する日本人にインタビューする団体のイベントを通じて東南
アジア全域の日本人学生と触れ合えたりと、留学したからこそ
の体験ができました。

政治経済学部政治学科　４年　重冨 克徳さん 政治経済学部地域行政学科 ４年　高野 葉月さん

（※）学生の状況や条件による。
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